
平成20年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

21年1月28日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑い  
り開始した遡及調査によるものを除く。）は、輸血用血液製剤35件であ  
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2件。  
した献血者の保管検体の無菌試験陽性事例は0例。輸血後  
）したとの報告を受けた事例は0例。  

※症例一覧表において、事前発送資料からの修正・更新点は赤字で表記した。   



患者性別  

供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値  
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症
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日
赤
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用※  

日赤投与前   
検査  投与後検査（年 月）  別
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没
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査（年月）  

患者検体と  
献血者検体  
（HBV陽性保  
管検体）とで  
PreS／S領域  
を含むP領域  
の前半部の  
1550bpの塩  
基配列を比  
較したとこ  
ろ、2カ所の  

相違が見ら  
れたが、そ  
の他の箇所  
はすべて一  
致した。献血  
者と患者の  
HBウイルス  
はGenotype  
Cで塩基配  
列から  
Subtypeはad  
rと推定し  

た。   

保管検体  
HBV－DNA（＋）  

の献血者に  
は再来献血  
はない。  
陽性となった  
当該輸血用  
血液と同一  
採血番号の  
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本の原料血  
渠があり国  
内血兼分画  
製剤業者へ  
送付されてい  
たため情報  
提供した。こ  
れを受けて  
化血研の生  
産管理課は  
当該原料血  
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患者性別   ‖  

供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
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感
染
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者製剤確  
保※  

同一供血  
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日赤投与前   
検査  

輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  
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球濃厚  
液（放  

射線照  
射）－しR  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

6本の原料  
報告対象外   

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液と  
の因果関係  
なしと考え  
る」とのコメン  
トが得られ  
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LRを製  

造。原料  
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確保済  
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HBV－  
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DNA、  

（07／08）  

HBV－  
DNA－  
（08／OZ）  

原料血祭  
は2本使  

用済み。  
新鮮凍結  
血栄一LR  

は2本医  

療機関へ  
供給済  
み。  

報告対象外   

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液の  
因果関係な  
しと考える」と  
のコメントが  
得られた。   

輸血前から  
の感染と考  
えられ、医師  
も関連を否定  
したため報告  
対象外   

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液の  
因果関係な  
しと考える」と  
のコメントが  
得られた。  

N
N
 
 

HBsAg（－）  

（08／05）  

HBV－DNA（＋）  

（08／07）  

HBV－DNA（＋）  

（08／09）  

HBV－  
DNA（＋）  

HBsA虞－）  

HBsAb（＋）  

HBcAb（＋）  

（07／02）  

人赤血  
球濃厚  
液（放  

射線照  
射トLR  

一
 
8
 
2
 
 

3
 
0
 
1
 
5
 
 

B
型
肝
炎
 
 

V関連検  

7／15（HB  査陰性）  

液
患
 
 

血
疾
 
 

／
 
4
 
 

8
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
0
 
2
 
1
 
 

／
 
4
 
0
0
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
0
 
 

2
 
■
－
 
 

2
 
 6

 
 

8
 
0
 
 

〇
一
 
 

H
 
D
 
H
 
A
 
H
 
A
 
 

HBV－  
DNA（＋）  

HBsA虞－）  

HBsAb（＋）  

HBeAb（－）  

（08／08）  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

2本の原料  
血奨を製  
造。原料  
血菜は全  
て確保済  
み。  

HBsAよ－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／08）  

HBV－DNA（＋）  

（検出感度以下  

であるが反応  
が見られる  
08／11）  

一
 
〇
〇
 
3
 
 

3
 
0
・
1
 
8
 
 

B
型
肝
炎
 
 

吸
疾
 
 

呼
器
患
 
 

関連検  
1／2（HBV  査陰性）  

／
 
0
 
 

8
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

4
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

4／16  



供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※  

同一供血  
者製剤使  
用※  

日赤投与前   
検査  

疾
 
 

原
患
 
 

投与前検  
査（年月）  投与後検査（年 月）  別

号
 
識
番
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

↓
血
 
 

S
 
B
」
臥
B
 
 

H
 
A
一
H
）
 
 

HBsAよ一）  

HBsAb（一）  

HBcAb（＋）  

（08／11）  

HBV－DNA（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（＋）  

（08／11）  

一
＼
 
 
 
 
 
 
＼
 
 

b
 
l
 
 

A
 
l
 
 
 

ハ
し
 
 
 
 
′
／
 
H
B
T
㈱
 
 

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

HBV－DNA（  

）  

HBsAよ．）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／′04）  

一
 
 
一
一
 
碩
㈱
頒
価
㈱
 
 

S
 
／
 
S
 
C
 
／
 
 

H
B
伽
H
B
H
B
伽
 
 

．
尿
系
瘍
 
 

腎
泌
纂
腫
 
 

B
型
肝
炎
 
 

一
 
〇
〇
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
7
 
 

原料血柴  
は全て使  
用済み。  2本の原料 血柴を製 造。  

一
H
 
V
 
A
 
 

B
 
N
 
 

H
 
D
 
 

／
 
■
h
J
 
 

O
U
 
l
 
 

O
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

／
 
4
 
 

0
0
 
2
 
 

0
 
／
′
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

5
 
0
 
′
／
 
 

n
O
 
 

O
 
 

b
 
 

B
S
か
B
S
A
 
 

H
 
A
 
H
 
 

・
し
 
 
 
 
 
 
 
1
1
－
 
 

b
 
l
 
 
 

A
 
I
 
 

C
／
 
 

H
B
↓
 
 

）
 
 

原料血奨  
はごて使  
用済み。  
赤血球濃  
厚液－LR  

はすべて  
医療機関  
へ供給済  
み。  

人赤血  
球濃厚  
液－LR  

新鮮凍  
結人血  
栄一LR  

検
 
部
一
↑
 
 

3本の原  
料血兼、  
16本の赤  

血球濃厚  
液－LRを製  

造。  

HBsAd－）  

HBsAb（－）  

（07／03）  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

（07／09）  

HBsAg（－）  

HBsAb（＋）  

（08／12）  

HBcAb（＋）  

HBeAb（＋）  

（08／12）  

BV関連  

12／19（H  検査陰 性）  

B
型
肝
炎
 
 

一
 
O
U
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
9
 
 

環
疾
 
 

循
器
患
 
 

／
 
6
 
 

0
0
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
－
 
 

／
 
6
 
 

8
 
2
 
 

0
 
／
′
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

2
 
 
 

／
 
 

7
 
 0

 
 

5／16  



無血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

貞L… 

感
染
症
名
 
 

疾
 
 

原
患
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

投与前検  
査（年月）  投与後検査（年 月）  

日赤投与前   
検査  

陽転未確認事例  

人赤血  
球濃厚  
液－LR  

新鮮凍  
結人血  
栄一LR  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

原料血奨  
は全て使  
用済み。  
赤血球濃  
厚液－LR  

はすべて  
医療機関  
へ供給済  
み。  

HBsAg（－）  

（07／11）  

HBsA虞－）  

（07／12）  

HBV－  

DNA（－）  

（08／01）  

HBVLDNA（－）  

（08／04）  

HBsAb（－）  

HBeA武一）  

HBeAb（＋）  

lgM－HBcAb（＋）  

（08／10）  

8本の原料  
血兼、3本  

の赤血球  
濃厚液－  

LRを製  

造。  

一
 
〇
〇
 
3
 
 

3
 
0
 
1
 
6
 
 

B
型
肝
炎
 
 

環
疾
 
 

循
器
患
 
 

0
 
0
 
0
 
／
 
／
 
／
 
 

8
 
8
 
n
O
 
 

O
 
O
 
O
 
 

4／11（HB V関連検 査陰性）  

／
 
9
 
 

8
 
1
 
 

0
 
／
 
 

O
 
1
 
 

2
 
1
 
 

3
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

HBVDNA（＋ 

HBsA虞十 

HBeA軋 

HBeAb（＋ 

（09′′′01 

HBcAb（＋ 

IgM－HBcAbト  

（09′ノ′01 

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射卜LR  

B
型
肝
炎
 
 

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

g
6
 
A
 
O
 
S
 
／
′
 
 

H
B
朋
 
 

調査由  

輸血によるHCV感染報告例（疑い例を含む。）  

供血者陽性事例  

（該当例なし）  

二三「三ニー▲】二  
二二：二【二：二二二【二二：  

陽転事例 二二二二【二：二二：【  

6／16  



供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤使  
用※  

同一供血  
者製剤確  
保※  

日赤投与前   
検査  投与後検査（年 月）  

疾
 
 

原
患
 
 

投与前検  
査（年月）  

与
月
 
 

投
年
 
 

別
号
 
 

識
番
 
 

HCV－Ab（－）  

（08／′07）  

HCV－Ab（－）  

（08／10）  

HCV－Ab（＋）  

（08／10）  

HCVrRNA（＋）  

2a型  

HCV－Ab（＋）  

（0∈主／10）  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

C
型
肝
炎
 
 

一
 
〇
〇
 
3
 
 

3
 
∩
＞
 
1
 
5
 
 

原料血兼  
は全て使  
用済み。  

4本の原料  
血兼を製  
造。  2／4（HCV 関連検 査陰性）  HCV－Abト ） （08／03）  

′
／
 
（
‖
0
 
 

0
0
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
・
－
 
 

2
・
l
 
 

8
 
－
 
 

0
 
／
′
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

3
 
 

0
 
 

′
／
 
 

8
 
0
 
 

新鮮凍  
結人血  
栄一LR  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

人赤血  
球濃厚  
液－LR  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

列
 ン

 
 

24本の原  

料血渠、6  
本の赤血  
球濃厚液一  
LRを製  

造。原料  
血兼は全  
て確保済  
み。  

単
 
単
 
車
 
5
位
 
 

1
2
位
1
6
位
2
0
位
‖
単
 
 

環
疾
 
．
尿
系
患
 
 

循
器
患
腎
泌
器
疾
 
 

赤血球濃  
厚液－LR  

はすべて  
医療機関  
へ供給済  
み。  

小
 

…
J
－
・
小
 

■
 

N
∽
 
 

HCV－  
RNA（＋）  

HCV－  
Ab（＋）  

（08／11）  

CV関連  

14／30（H  検査陰 性）  

HCV－Ab（－）  

（08／07）  HCVLRNA（－ ）  

HCVコアAg（＋）  

（08／10）  

HCV－RNA（＋）  

（08／11）  

「
－
 
7
 
7
 
7
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

n
O
 
8
 
0
U
 
O
U
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
 

一
 
O
P
 
3
 
 

3
 
0
 
1
 
7
 
 HCV－Ab（－ ） （08／07）  

2008／ 11／20  

2008／  

12／3  

3本の新鮮  

凍結血栄一  
LRを製  

造。3本の  

新鮮凍結  
血栄一LR  

は全て確  
保済み。  

性
不
 
疫
疾
 
 

慢
腎
全
免
系
患
 
 

C
型
肝
炎
 
 

一
 
9
 
0
 
 

3
 
0
 
0
 
1
 
 

ハ
U
 
n
C
 
 
 

O
U
 
O
 
4
 
 

A
 
（
U
 
O
 
4
 
 

1／3（HCV 関連検 査陰性）  

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（09／01）  HCVLAbト ） （08／′01）  

7／16  



．一l一 ．．1    患者性別  

無血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

感
染
症
名
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

投与前検  
査（年月）  投与後検査（年 月）  

日赤投与前   
検査  

点）   

輸血後NATで陰性又は輸血前後で陽性  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

人赤血  
球濃厚  
‡夜－LR  

原料血奨  
は使用済  
み。  
新鮮凍結  
血奨－LR  

は医療機  
関へ供給  
済み。  

1本の原料  

血祭、1本  

の新鮮凍  
結血兼一  
LRを製  

造。  

一
 
〇
〇
 
2
 
 

3
 
0
 
1
 
9
 
 

羊
里
 
 
 

■
 
 
 
■
 
 
月
 
 

肝
胆
膵
瘍
 
 

HCV－Ab（＋）  

（08／10）  

HCV－Ab（＋）  

（08／10）  

C
型
肝
炎
 
 

HCV－Ab（一 ） （07／07）   

′
 
 

8
 
6
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

／
 
9
 
 

0
0
・
一
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

O
U
 
8
 
 

0
 
0
 
／
 
／
 
 

7
 
7
 
 

0
 
0
 
 

HCV－Ab（－  

）  

（07／03）  

HCV－Ab（－  

）  

（07／05）  

1本の原料  

血兼を製  
造。原料  
血渠は使  
用済み。  

11本の原  

料血菜、3  

本の新鮮  
凍結血栄一  
LRを製  

造。原料  
血兼は2本  
確保済  
み。新鮮  
凍結血栄一  
LRは2本  
確保済  
み。  

HCV－  
RNA（－）  

HCV－  
Ab（＋）  

（08／‖）  

一
 
〇
U
 
3
 
 

3
 
0
 
1
 
2
 
 

C
型
肝
炎
 
 

HCV－Ab（－）  

（07／05）  HCV－RNA（－ ）  

血
厚
R
 
 

赤
濃
1
 
 

人
球
液
 
 

疾
 
脳
患
 
 

／
 
3
 
 

n
O
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

／
 
■
h
J
 
 

8
 
2
 
 

0
 
／
 
 

O
 
1
 
 

2
 
1
 
 HCV－Ab（＋） （08／11）  

0
5
 
／
 
 

7
 
0
 
 

N
の
 
 

報告対象外   

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液と  
の因果関係  
なしと考え  
る」とのコメン  
トが得られ  
ノニ  

HCV－Ab（－）  

HCVコアA虞－）  

（08／02）  

HCV－Ab（－）  

HCVコアAg（．）  

（08／07）  

HCV－Ab（＋）  

HCVコアA虞＋）  

（08／11）  

原料血兼  
は9本使  

用済み。  
鮮凍結血  
栄一LRl  

本は医療  
機関へ供  
給済み。  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

HCV－Ab（－  

）  

HCVコア  

A正一）  

（08／01）  

HCV－  
RNA（－）  

HCV－  
Ab（－）  

（08／11）  

■
 
8
 
3
 
 

3
 
0
 
－
 
9
 
 

C
型
肝
炎
 
 

HCV－Ab（．）  

（08／01）  HCV－RNA（－ ）  
7／14（HC V関連検 査陰性）  

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

／
 
1
 
 

0
U
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
▲
－
 
 

2
・
l
 
 

／
 
の
0
 
4
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
▲
l
 
 
 

0
 
／
 
6
 
 

8
 
0
 
 

〇
 
一
 
 

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

1本の原  

料血奨を  
製造。原  
料血奨は  
確保済  
み。  

尿
 
の
の
患
 
 

糖
病
そ
他
疾
 
 

報告破棄  
担当医より因  
果関係なしと  
の見解が得  
られた。  

HCVコア  

Aよ－）  

HCV－  
Ab（＋）  

（08／05）  

HCV－  
RNA（＋）  

HCV－  
Ab（＋）  

（08／12）  

C
型
肝
炎
 
 

HCV－ RNA（＋） HCV－Ab（＋） （08／05）  

HCVコアAよ＋）  

（08／11）  

0
5
 
／
 
 

8
 
 

0
 
 

0／1  

8／16  
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供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

供血者発遡  
及の場合の  
供血者の検  
査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※  

同一供血  
者製剤使  
用※  

日赤投与前   
検査  投与後検査（年 月）  

別
号
 
識
番
 
 

与
月
 
 

投
年
 
 

投与前検  
査（年月）  

雄漂短  

夜LF  

人赤血  

球濃厚  

解放射  

線照  
舅寸 」［i  

人血小  

板濃厚  

確十椒  

昂寸綬照  

射  

人血／い  

根濃厚  

滞  

T糾皿ニミ  

こ呈、て（亨  

嘩斉一  

計韓二芽結  

血憲＿F  

こ：王二、二三  

僚機関へ  

憐結牒  

ノー  

うd尊  

り重  
宝  

→1「 

里1ニ  

ゴ（）卓  

†立  

U
O
 
「
 
 
 
 
 
＝
】
U
 
「
 
 

芯、丁）澤  

村血チ  

：瓦の手首t7；  

書経血］ 
ーPを製  

保管接  
・丁．1  

茶釜草「  
・→、∴  

RNA  

震′l、笠  

輯瓜  

官性  
挿皿  

媛  

報告硬質  
享目当医∫し；区二  

葉関係左」パこ  
刀見髄ナLイ≠  

lっれナニ   

り（二、、′  

▲＼l．、  

HC■）′  

F1NA 

（1～ノ（）1  

、リ   

A
 
 

b
 
N
 
h
）
 
 

A
 
「
リ
 
［
「
 
八
「
 
ワ
 
 

J
い
ノ
V
 
 

C
 H

O
 

連接音  

′さと ユ H（ニノ訝  色性  

H〔：㌧′ Ab  

H（：、J RNA  

O「（〕9  

茂
療
 
 

血
腫
 
 

ハ
∠
 
〓
 
 

〓
）
 
ハ
〓
 
 

ハ
ノ
L
 
u
J
 
n
U
 
O
 
 
 
 
 
 
 
 
り
乙
 
む
U
 
r
 
l
 
 

n
リ
 
ハ
リ
 
 
 

陽転未確認事例  

HCV－  
RNA（－）  

（08／08）  

HCV－  
RNA（＋）  

HCV－  
Ab（＋）  

（08／11）  

2本の原料  
血兼を製  
造。原料  
血兼は全  
て確保済  
み。  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射卜LR  

HCVLAb（－）  

（08／08）  

HCV－Ab（＋）  

HCV－RNA（＋）  

（08／11）  

．
尿
系
患
 
腎
泌
器
疾
 
 

C
型
肝
炎
 
 

1
 
8
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
0
 
 

関連検  
1／2（HCV  査陰性）  

′
／
 
1
 
 

0
0
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

4
 
 

∩
）
 
′
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 
 

0
0
 
 

0
 
 

′
／
 
 

n
O
 
 

O
 
 

人赤血  

球濃厚  

篠－LR  

人血ノい  

板濃厚  

液√′放  
射線照  

射  

保管接  

イ本1¶  

右．二′ニ  

ー＼－†   

H（’、 

NAT美  

諦予定  

HCV関  
連楳  
査実  
施予  

H〔：＞コア ApI HCV－Ab（  

丁
一
 
重
 
 
〔
1
 
4
 
〔
∴
ぺ
垂
 
 

L
刑
土
肝
炎
 
 

液
瘍
 
 

皿
曙
 
 

HC、∨コアA乎十 09 01  調音鱒  

9／16  



触血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※  

同一供血  
者製剤使  
用※  

別
号
 
識
番
 
 

疾
 
 

原
患
 
 

与
月
 
 

投
年
 
 

投与前検  
査（年月）  

投与後検査（年  
月）  

日赤投与前   
検査  

（投与時 庭し川  

4本の原料  
血渠、2本  

の赤血球  
MAPを製  
造り原料  
血奨は使  
用の有無  
を調査中  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

新鮮凍  
結血渠  

HCV－Ab‘：  

（0710】  

HCV▼Ab（＋）  

（08′／07 

HCV－Ab（＋ 

（08′′ノ08）  

赤血球  
MAPは全  
て医療機  
関へ供給  
済み 

C
型
肝
炎
 
 

環
疾
 
 

循
器
患
 
 

HCVAb（  

（07′06 

7
 
7
 
 

q
 
O
 
 

′
 
 

7
 
7
 

0
 
0
 
 

調査中  

10／16  



供血者発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値  

用
液
剤
 
併
血
製
等
 
 

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※  

同一供血  
者製剤使  
用※  

者
 
 

A
T
 
 

軸
酬
N
 
 

T
 
 

血
個
N
A
 
 

受
者
別
 
 

日赤投与前   
検査  

投与後検査（年  

月）  

疾
 
 

原
患
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

投与前検 査（年月）  別
号
 
識
番
 
 

備考  

同一供血革  
製剤の回田  
血要そ分画製  

剤製造業者  
による「血莞  
分画製剤の  
製造に係る  
原料血照の  
精査lにおし 

て判明した献  
血者りE＼／  

RNA陽性の  
情報提供に  
対しての症  
例報告てす  

同一供血き  
製剤の国内  

血莞分画製  
剤製造業者  
に本る「皿野  
分画製剤の  
製造に係る  
原料血奨の  
精査」におし 
て判明した献  
血者HE＼′  

戸NA陽性の  

蟻報提供∴  
対しての症  
例報告て㌻   

患者検体と  
両夫血者√、HEV  

陽性保管検  
イ本ノとのHE＼′  

塩基配列の  
相同性につ  
いて調査  

急
性
肝
炎
．
E
型
肝
炎
 
 

HEV－  
RNA（－）  

lgM－  
HEVAb（  
＋）  

IgG－  
HEVAb（  
＋）  

（08／12）  

殖
腫
 
の
の
患
液
患
 
 

生
器
瘍
そ
他
疾
血
疾
 
 

AST266  
ALT486  

HBsAg（－）  

HBsAb（－）  

HCVLAb（－）  

（08／05）  

急性肝炎として  
点滴治療  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

一
 
8
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
3
 
 

性
紬
）
 
 

陰
用
後
 
 

8
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

／
 
5
 
 

0
0
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

4
 
 

0
 
 

′
／
 
 

8
 
 

0
 
 

患者検体と  
献血者検体  
（HEV陽性保  
管検体〉とで  
ORFlの326  

塩基及び  
ORF2の412  

塩基の2領  
域において  
塩基配列を  
比較したとこ  
ろ患者と献  
血者の塩基  
配列はすべ  
て一致した。  
献血者と患  
者のHEウイ  
ルスは  
Genotype 3 
であった。   

HEV－  
RNA（＋）  

IgM－  
HEVAb（  
－）  

IgG－  
HEVAb（  

－）  

（08／05）  

HEL 

打NA  

igM  
日E＼ノ‘Ab   

laG 
HEVAb  

（09 0ト  

㍗
 
 

列
 
 

肝
機
能
異
常
．
E
型
肝
炎
 
 

て
酢
 R

N
 

HEV－RNA（－）  

】gM－  

HEVAb（L）  

lgG－  
HEVAb（－）  

（08／04）  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

一
 
n
O
 
4
 
 

3
 
0
 
1
・
ご
U
 
 

レ
し
婁
里
 
イ
 
月
 
 

消
器
瘍
 
 

4
 
 

0
 
 

／
 
 

8
 
 

0
 
 

AST59，ALT39  

11′／16  



無血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

感
染
症
名
 
 

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

日
赤
番
号
 
 

別
号
 
識
番
 
 

疾
 
 

原
患
 
 

与
月
 
 

投
年
 
 

投与前検  
査（年月）  投与後検査（年 月）  

日赤投与前   
検査  

（投与時  

局）  

投与中止の  
当該製剤（2  

本）による細  

菌培養吉式験  
を実施、陰  
性。  
非溶血性副  
作用関連検  
査実施。抗  
血兼タンパ  
ク質抗体検  
査：陰性  

燥
ス
ホ
人
疫
ロ
リ
 
 

乾
人
ル
化
免
ブ
ブ
ン
 
 

2本の原料  
血奨を製  
造。原料  
血兼は全  
て確保済  
み。  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

2日にわたり輸  

血開始後、副作  
用出現。  
患者血液培養  
実施、陰性。  

細
菌
感
染
 
 

一
8
 
2
 
 

3
 
0
・
－
 
2
 
 

日
濃
ほ
 
 

4
射
板
 
 

㌫
照
小
 
 

血
の
血
）
 
 

採
目
厚
木
 
 

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

針
9
 
 

0
 
／
 
 

0
 
0
 
2
 
1
 
 

単
 
 

2
0
位
 
 

／
 
3
 
 

8
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
0
 
 

2
 
1
 
 

0
 
 

／
 
 

O
U
 
O
 
 

被覆薬㌻採血【  
3日目の照射  
濃厚血小板  
（1本）  

採血18日目  

の照射赤血  
球濃厚液－  

」R（1本）   

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液と  
の因果関係  
は不明であ  
る。」とのコメ  
ントが得られ  
た〔  

照射濃厚血  
小板：同一  

採血番号の  
血兼（1本）  

で無菌試験  
を実施、適  

合。 照射赤血球  
濃厚液－LR：  

同一採血番  
号の血兼（1  

本）のセグメ  

ントチューブ  
で細菌培養  
試験を実  
施、陰性  

軽快  
患者は  
形質細  
胞白血  
病にて  
死亡、  
剖検な  
し。  
死亡と  
本剤の  
関連性  
なし（担  

当医の  
見解）  

輸血開始時  
BT370c  
BP73／38  

3時間後  
BT37．50c  
約4時間後  
BT38．80c  
院内にて実施  
の患者血液培  
養よりBacjllus  

sp．を検出。  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

2本の原料  

血菜を製  
造。原料  
血兼はす  
べて確保  
済み。  

細
菌
感
染
 
 

10単 位 2単 位  

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

9
 
9
 
 

0
 
0
 
 

／
 
／
 
O
U
 
O
U
 
O
 
O
 
 

12／16  



供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT〉  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

用
液
剤
 
併
血
製
等
 
 

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤使  
用※  

者
 
 A

T
 
 

N
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※  T

 
 

血
個
N
A
 
 

受
音
別
 
 

日赤投与前   
検査  別

号
 
識
番
 
 

疾
 
 

原
患
 
 

投与前検  
査（年月）  投与後検査（年 月）  

与
月
 
 

投
年
 
 

備考  

非溶血性副  
作用関連検  
査実施。抗  
血兼タンパ  
ク質抗体検  
査：抗α2－  

マクログロブ  
リン抗体弱  
陽性。  
血菜タンパ  
ク質欠損検  
査：欠損なし  

赤血球濃厚  
テ夜一LR二同一  

採血番号の  
血兼で無菌  
試験を実  
施、適合。  
濃厚血小  
板：当該製  

剤のセグメ  
ントチューブ  
で細菌培養  
試験を実  
施、陰性。  

投与中止の  
当該製剤（1  

本）による細  

菌培養吉式験  
を実施、陰  
性。  
非溶血性副  
作用関連検  
査実施。  
抗血兼タン  
パク質抗体  
検査：抗α2  
－マクログロ  

ブリン抗体  
弱陽性  
血兼タンパ  
ク質欠損検  
査：欠損なし  

輸血終了抜針  
悪寒戦慄あり  
（輸血前BT  
36．60c→輸血  

後BT  
38．30c）。   

院内にて実施  
の患者血液培  
養は陰性。  

1本の原料  

血菜、1本  

の新鮮凍  
結血栄一  
LRを製  
造。すべて  

確保済  
み∩  

人赤血  
球濃厚  
液－LR  

人血小  
板濃厚  
液（放射  

線照  
射）  

被疑薬：  

採血9日目の  
赤血球濃厚  
液一LR（1本）  

採血3日目の  
照射濃厚血  
小板（1本）  

2単 位 10単 位  

細
菌
感
染
 
 

一
 
〇
〇
 
3
 
 

3
 
0
 
1
 
3
 
 

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

BT36．90c  ／
 
／
 
 

O
U
 
8
 
 

0
 
0
 
 

／
 
7
 
 

8
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

8
 
1
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

被疑薬：  

採血9日目の  
照射赤血球  
濃厚液－LR（1  

本）   

調査結果を  
受けて担当  
医より「細菌  
感染と輸血  
血液との因  
果関係なしと  
考える」との  
コメントが得  
られた。  

輸血開始後25  
分で380cの発  

熱。  
院内にて実施  
の患者血液培  
養によりグラム  
陰性梓菌  
Enterobacter  

cloacaeを検  
出。  

1本の原  

料血菜を  
製造。原  
料血渠は  
確保済  
み。  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射トLR  

細
菌
感
染
 
 

手
里
 
 
 

●
 
 
＿
 
月
 
 

肝
胆
膵
瘍
 
 

一
 
O
U
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
1
 
 

／
 
7
 
 

0
0
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
1
 
 

2
 
1
 
 

9
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
・
1
 
 

／
 
 

n
O
 
 

O
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無血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  
（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血着発遡   査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤使  
用※  

同一供血  
者製剤確  
保※  

疾
 
 

原
患
 
 

日赤投与前   
検査  別

号
 
識
番
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

投与前検 査（年月）  投与後検査（年 月）  

輸血開始約1時  
間後、  
BT38．30c、  
BP180／105、  

P72、輸血中  
止。  
その後、輸血再  
開。  
輸血再開約1時  
間半後、  
BT380c  

その後、輸血終  
了。発熱あるも  
胸苦等なし。  
輸血終了約2時  
間半後、  
BT37．90c、  
BPl14／62、P90  

輸血終了約4時  
間半後、P140  
台に上昇。  
輸血翌日、悪  
寒、戦慄出現。  
BT39．50c、  
BP124／82、  

HR140   

院内にて実施  
の患者血液培  
養は陰性。  

被疑薬：  

採血7日目  
の照射赤血  
球濃厚液－  

LR（1本）   

調査結果を  
受けて担当  
医よしル輸血  
開始後の発  
熱、悪寒、  
ショッウ等の  
症状より副作  
用・怒染症と  
輸血血液と  
の囚果関係  
ありと考え  
る」とのコメン  
トが才暮られ  

†′＿  

同一採血番  
号の血兼（1  

本）で無菌  

試験を実  
施、適合 
非溶血性副  
作用関連検  
査実施 
抗血渠タン  
パク告抗体  
検査・陰性  

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

線照  
射）－LR  

1本の新  

鮮凍結血  
兼－LRを製  

造。確保  
済み。  

時、バイタ  
ル問題な  輸血開始   し。  

細
菌
感
染
 
 

一
 
O
U
 
4
 
 

3
 
0
 
1
 
5
 
 

液
瘍
 
 

血
腫
 
 

8
 
8
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

／
 
2
 
 

0
0
 
2
 
 

0
 
／
 
 

0
 
2
 
 

2
 
1
 
 

2
 
 

∽
N
 
 

14／16  



供血着発  
遡及の場  
合の供血  
者保管検  
体（抗  

原、抗  
体、NAT）  

（投与時  

点）  

及の場合の  
供血者の検  供血者発遡   査値   

感
染
症
名
 
 

日
赤
番
号
 
 

同一供血  
者製剤確  
保※   

同一供血  
者製剤使  
用※  投与後検査（年 月）  

日赤投与前   
検査  別

号
 
識
者
 
 

疾
 
 

原
患
 
 

与
月
 
 

没
年
 
 

投与前検  
査（年月）  

採血12日目  
の照射赤血  
球濃厚液－  
LR：同一採  

血番号の血  
兼（1本）で  

無菌試験を  
実施．適合  

採血9日目  
の照射赤血  
球濃厚液－  

LR：投与中  

止の当該製  
剤（1本）によ  

る細菌培養  
吉武験を実  
施、竃性  
非溶血性副  
作用関連検  
査実施。  
抗血渠夕二／  

／＼ウ質抗体  

検査 信性  
血う苧タン′、  
ク宮欠損根  
雪 欠損なし  
杭HLA抗体  
緑青 ワラス  
丁抗体陽  

†i「二こて：‾  

抗体桧愕  

投与中止の  
当該製剤（1  

本）による細  

菌培養試験  
を実施予  

定。 非溶血性副  
作用関連検  
査実施予  
定。  

被疑薬 
採血9．12  
日目の照射  
赤血球濃厚  
液－LR（2本）  

2008／12／  
12に副作用  

名「発熱・輸  
血後溶血・急  
性腎不全の  
疑い」として  
情報入手し  
30日報告の  
準備を進め  
ていたが12  

月15日に患  

者血液培養  
より細菌が検  
出されたとの  
追加情報を  
入手し細菌  
感染も疑わ  
れるとの担当  
医の見解が  
得られたため  
感染症症例  
として報告す  
る。  

1牧夫疋尖 

採血4日目  
の照射濃厚  
血小板（1本）  
責T丁緩単モ  

㌢－→て担茎  

医王バ 
法染と轄瓜  
皿頂この医  
果関係ナ∴こ  
普了 r・ニグ  

＝ナノト／1イ毒  

輸血開始時  
BT35．80c  
BPlO2／56  
Pl14  

15分後BT  
36．7Gc  
BPlO4／60P90  

輸血開始2時間  
半後  
BT38．30c  
BPlO2／58  
P122  
その後38．50c台  

を認め入院  
3時間後 BT  
39．00c  
BP150／80  
P124  
翌日BT37．40c  
3日後BT38．2Gc  
6日後BT36．70c   

院内にて実施  
の患者血液培  
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、伽k21iト2り】0＝開催  

粟事・食品衛牛審議会  
運営委員会捉1＝資料  

別紙  

‖本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的川工V20プールN∧「ll実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17隼1月1「†～、n成20年12月31【l  

献血者数  川て＼／一Ⅰモ＼A陽惟  似性率  

H17．1～Il18．2●・■】  ニう41，174  45  1／7，582  

‖18．3～H20．12■二‘コ   758，005  97  1／7，814  

介計  1，099，179  142  1／7，741  

＊1北海道センターにてNAT実施（Al．T高値、検杏不合格検体も合む）  

＊2血購分画センターにて＼AT実施（Al－rl’高値、検杏不合格検体は除く）  

2．HEV－fiN∧陽件献血者の内訳   

別添  
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別添  
2・HEVLRNA陽性者の内訳  調査期間：2005年1月1日～2008年12月31日  

HEV抗体  HEV  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （IU／L）  RNA   

喫食歴調査  遡及対象  
供給製剤   受血者情報  

1gM   IgG  ※1                     肉の種類   

2（カ5／01／04   32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  2∝〉5／02／07   38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2（氾5／02／13   41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2（刀5／03／25   65   F   17  十   無  回答なし  無  

5  2CD5／03／27   26   M   38  ＋   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2（旧5／04／10   54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2（カ5／04／15   59   F   16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2005／04／15   35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 バ 半生  
ウシレー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2（カ5／04／20   25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉 シルモン 半生  
ウホ、ヒツジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2（追5／04／28   22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2（船5／06／07   42   M   24  ＋   十   十   無  ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾患により死亡   

12  2〔氾5／06／22   51   M   52  ＋   無  回答なし  無  

13  2（追5／07／03   58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05   22   M   23  十  十   無  回答なし  無  

15   2∝〉5／07／05   38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

6  2005／07／13   24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  生  
17  2005／09／02   33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 ウシレバ 半生  
ー、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱   無  

19  2005／09／20   42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17．11．1運営委鼻会報告済み）   

20  2005／09／27   20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

21  2005／10／21   41   M   12  十   無  回答なし  無  

22  2∝〉5／10／25   44   F   38  十   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2∝〉5／11／07   30   F   21  ＋   ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  
無   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

24  2〔伯5／11／07   31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2〔旧5／11／20   28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉 ブタホルモン 生  
、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  2（旧5／11／29   35   F   333  ＋   十   ＋   有  回答なし  無  

27  2〔旧5／12／13   42   M   30  ＋   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  
有   不明レバー、ブタ精肉  十分加熱   有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13   30   M   ‖  ＋   有  不明レバー   十分加熱  有  HEV感染（H18．01，26運営委鼻会報告済み〉   

29  2005／12／22   62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27   42   F   14  ＋   無  回答なし  無  




